
（
広
告
欄
）

そ
の
6

防
災

知
識

ま
め

【
融
雪
型
火
山
泥
流
と
は
】

　

雪
が
浅
間
山
山
頂
付
近
に
積
も
っ
て
い
る
時

期
に
、
噴
火
に
伴
い
高
温
の
火
砕
流
な
ど
が
発

生
す
る
と
、
雪
が
解
け
、
土
砂
、
火
山
灰
な
ど

と
一
緒
に
な
っ
て
、
斜
面
を
高
速
で
流
れ
下
る

現
象
で
、
流
れ
る
泥
流
の
速
度
は
時
速
60
㎞
に

も
達
し
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
は
、
15
分
か
ら

30
分
で
居
住
地
に
達
す
る
も
の
と
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
火
砕
流
と
は
】

　

火
口
か
ら
噴
出
し
た
高
温
の
岩
塊
、
火
山
灰
、

軽
石
な
ど
が
高
温
の
ガ
ス
と
混
合
し
、
そ
れ
ら

が
一
体
と
な
っ
て
地
表
を
流
走
す
る
現
象
で
す
。

溶
岩
流
と
は
異
な
り
ま
す
。

【
融
雪
型
火
山
泥
流
と
火
砕
流
の
範
囲
の
違
い
は
】

　

融
雪
型
火
山
泥
流
と
火
砕
流
の
範
囲
は
異
な

り
ま
す
。
例
え
ば
中
規
模
噴
火
が
発
生
し
た
場

合
、
火
砕
流
は
全
て
、
火
口
か
ら
4
㎞
以
内
の

範
囲
に
収
ま
り
ま
す（
居
住
地
に
は
影
響
あ
り

ま
せ
ん
）。
し
か
し
、
融
雪
型
火
山
泥
流
は
、

火
砕
流
が
雪
を
解
か
し
、
居
住
地
ま
で
泥
流
と

し
て
流
れ
下
り
ま
す
の
で
、
影
響
す
る
範
囲
は

異
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
融
雪
型
火
山
泥
流
の
避
難
に
関
す
る
心
得
】

• 

沢
筋
や
低
地
な
ど
、
危
険
度
が
高
い
地
域
で

は
、
早
め
に
避
難
を
す
る（
自
ら
の
判
断
に

基
づ
く
自
主
避
難
を
す
る
）。

•   危
険
箇
所
を
通
ら
ず
、
泥
流
の
流
れ
に
直
角

に
、
近
く
の
高
台
な
ど
、
高
所
に
避
難
を
す

る
。

•   近
く
に
高
所
が
無
い
場
合
は
、
泥
流
の
力
に

耐
え
得
る
丈
夫
な
建
物
に
避
難
を
す
る
。

•   屋
外
に
泥
流
が
到
達
し
て
い
る
場
合
、
ま
た

は
、
す
ぐ
そ
ば
ま
で
迫
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

屋
外
に
は
出
ず
、
建
物
の
2
階
以
上
に
避
難

を
す
る
。

【
住
民
の
皆
さ
ま
へ
】

　

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
町
か
ら
の

情
報
提
供
が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
東
日
本
大
震
災
で

の
津
波
被
害
や
原
発
被
害
を
受
け
、
可
能
性
の

あ
る
災
害
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
住
民
の

皆
さ
ま
に
情
報
を
提
供
し
、
正
し
い
知
識
を
身

に
付
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
い
ざ
災
害
が
発

生
し
た
際
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
自
ら
が
適
切
な

対
応
を
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
火
山

防
災
マ
ッ
プ
や
融
雪
型
火
山
泥
流
マ
ッ
プ
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を
確
認
す
る
に
は
】

　

町
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
は
、（
32
）１

１
８
０
に
お
電
話
し
て
い
た
だ
く
と
、
直
近
の

内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
を
補

完
す
る「
み
よ
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広

報
や
ま
ゆ
り
10
月
号
９
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先  
総
務
課
防
災
係（
内
線
29
）

　
以
前
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
浅
間
山
の
火
山
活
動
は
現
時
点
で
は
落
ち
着
い
て

い
ま
す
が
、
冬
期
に
お
い
て
最
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が「
融
雪
型
火
山
泥

流
」で
す
。
融
雪
型
火
山
泥
流
が
御
代
田
町
に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
か
な
り
低
い
も
の

で
す
が
、
知
識
を
身
に
つ
け
、
万
が
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

みよた広報やまゆりは、環境保全のため、
大豆油インキを使用しています。
みよた広報やまゆりは、環境保全のため、
大豆油インキを使用しています。

火砕流イメージ図 融雪型
火山泥流イメージ図

②火砕流
数百℃の高温
100km/h近い
速度で流走

①噴火
高温の岩塊や
軽石が噴出

③融雪型火山泥流
雪が溶けて土砂などと一緒になって流下

①噴火
高温の岩塊や
軽石が噴出

②火砕流
数百℃の高温
100km/h近い
速度で流走
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